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あ
な
た
の
そ
の
資
格
を
活
か
し
ま
せ
ん
か
？

　

働
き
た
い
と
希
望
を
持
ち
つ
つ

も
、
育
児
や
引
っ
越
し
な
ど
の
理
由

で
現
場
を
離
れ
た
こ
と
で
、
再
就
職

に
不
安
を
お
持
ち
の
有
資
格
の
方

に
、
民
間
と
行
政
が
連
携
し
、
復
習

の
場
を
提
供
す
る
１
日
だ
け
の
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
…
保
育
士
資
格
、
幼
稚
園

　

教
諭
免
許
を
所
持
し
、そ
の
資
格
・

　

免
許
を
活
か
し
て
再
就
職
を
希
望

〜
有
資
格
者
「
社
会
復
帰
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
実
施
の
お
知
ら
せ
〜
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問

第
44
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
団
体
を
募
集

　
「
大
好
き  

い
ば
ら
き  

県
民
会

議
」
が
主
催
す
る
平
成
28
年
度
「
第

44
回
花
と
緑
の
環
境
美
化
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
参
加
団
体
（
参
加
花
壇
）
を

募
集
し
ま
す
。

　

地
域
住
民
お
よ
び
児
童
・
生
徒
の

環
境
美
化
に
対
す
る
関
心
・
意
欲
を

高
め
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
が
地
域
や

団
体
に
根
ざ
し
た
運
動
と
な
る
よ
う

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
で
す
ば
ら
し
い
成
果
を
あ

げ
て
い
る
地
域
・
団
体
・
職
場
・
学
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問 校
を
表
彰
し
ま
す
。

▼
応
募
期
限
＝
7
月
1
日
㈮

▼
応
募
先
＝
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

　

課
（
応
募
用
紙
は
生
涯
学
習
課
窓

　

口
ま
た
は
大
好
き
い
ば
ら
き
県
民

　

会
議
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

　

す
る
市
内
在
住
の
方

▼
開
催
日
時
…
７
月
22
日
㈮　

午
前

　

９
時
〜
午
後
３
時
30
分

▼
開
催
場
所
…
市
内
保
育
園
な
ど

▼
実
施
内
容
…
保
育
実
地
体
験
と
幼

　

児
教
育
復
習
（
試
食
昼
食
・
託
児

　

あ
り
）

▼
参
加
費
…
無
料

▼
募
集
人
数
…
20
人

※
性
別
・
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
し
込
み
方
法
…
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、

　

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
市
民
サ
ポ
ー
ト

　

課
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
各
庁
舎
お
よ
び
各
公

共
施
設
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
応
募
期
間
…
６
月
１
日
㈬
〜
30
日
㈭

小
絹
コ
ミ
セ
ン
改
修
工
事
に
よ
る
休
館
の
お
知
ら
せ

【
工
事
に
伴
う
休
館
期
間
】

10
月
１
日
㈯
〜
平
成
29
年
１
月
31
日
㈫　

　

小
絹
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

は
、開
館
か
ら
20
年
以
上
が
経
過
し
、

近
年
、
雨
風
に
よ
る
雨
漏
り
被
害
が

生
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
安
心
・

安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
改
修

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
の
改
修
工
事
は
、
施
設
内
部

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
利
用
者
の
安

全
確
保
の
た
め
、
工
事
期
間
中
、
施

設
を
休
館
い
た
し
ま
す
。

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
貸
し
部
屋
お
よ
び
図
書
閲
覧
の
ご

利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
予
約
お
よ
び
図
書

貸
出
・
返
却
に
つ
い
て

○
絹
の
台
桜
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は

　

通
常
ど
お
り
予
約
可
能
で
す
。

○
休
館
期
間
中
の
図
書
貸
出
は
行
い

　

ま
せ
ん
。
図
書
返
却
の
み
事
務
室

　

で
管
理
人
が
受
取
り
ま
す
。（
返
却

　

時
間
…
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

　

 

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課　

☎
58

‐
２
１
１
１
（
内
線
７
３
０
１
）

問

　

４
月
の
農
業
委
員
会
臨
時
総
会
に

お
い
て
会
長
に
齊さ
い
と
う藤
常つ
ね
お夫
氏
、
会
長

職
務
代
理
者
に
中な

か
や
ま山

雅ま
さ
し史

氏
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
農

地
の
権
利
移
動
、
転
用
な
ど
に
関
す

る
許
認
可
審
議
業
務
を
行
な
い
ま

す
。
ま
た
、
新
た
に
新
設
さ
れ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
は
、
担
当

地
区
に
お
け
る
現
場
活
動
（
担
い
手

へ
の
農
地
集
積
、
集
約
化
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
や
解
消
の
推
進
）

を
行
い
、
農
業
委
員
と
活
動
を
連
携

し
、
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
を

推
進
し
ま
す
。

　

各
委
員
の
任
期
は
４
月
か
ら
３
年

間
と
な
り
ま
す
。

■
農
業
委
員
（
８
人
）

　

谷や
ぐ
ち口　

眞し
ん
い
ち一

　

菊き
く
ち地　

典の
り
お夫

　

豊と
よ
し
ま島　

利と
し
お夫

　

栗く
り
は
ら原　

哲あ
き
ら　

　

中な
か
や
ま山　

雅ま
さ
し史

　

齊さ
い
と
う藤　

常つ
ね
お夫

新
体
制
で
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
　

羽は

た田　

茂し
げ
る　

　

宮み
や
た田　

一か
ず
ひ
で

日
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

■
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
（
10

人
）
※
カ
ッ
コ
内
は
担
当
地
区

　

大お
お
や
ま山　

謙け
ん
き
ち吉
（
小
張
）

　

竹た
け
う
ち内　

正た
だ
し（
豊
）

　

飯い
い
だ田　

一か
ず
お夫

（
谷
井
田
）

　

中な
か
や
ま山　

博ひ
ろ
し司

（
三
島
）

　

久く

げ下　

豊と
よ
い
ち一

（
東
）

　

鈴す
ず
き木　

利と
し
い
ち一

（
板
橋
）

　

中な
か
む
ら村　

実み
の
る（
小
絹
）

　

豊と
よ
し
ま島　

芳よ
し
お夫
（
谷
原
）

　

羽は

だ田　

貞さ
だ
よ
し義
（
十
和
）

　

飯い
い
ず
み泉　

正た
だ
し（
福
岡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
敬
称
略
】

　

農
業
委
員
会
等
の
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
８
人
の
農
業

委
員
と
10
人
の
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
こ
の
た
び

就
任
し
ま
し
た
。
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